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東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年

が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
あ

の
と
き
、
多
く
の
人
々
が
パ

ニ
ッ
ク
に
な
ら
ず
整
然
と
救

援
物
資
を
受
け
取
る
様
子
が

話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
振
る

舞
い
を
当
世
風
に
い
え
ば

「
お
と
な
」
で
あ
る
▼
「
お

と
な
」
は
新
明
解
国
語
辞
典

第
五
版
に
「
一
人
前
に
成
人

し
た
人
。〔
自
覚
・
自
活
能

力
も
持
ち
、
社
会
の
裏
表
も

少
し
ず
つ
分
か
り
か
け
て
来

た
意
味
で
言
う
〕」
と
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
意
味
に
な
っ

た
の
は
近
代
以
降
で
、
そ
れ

ま
で
は
組
織
や
氏
族
の
長
を

さ
す
こ
と
が
多
か
っ
た
▼
派

生
し
た
形
容
詞
「
お
と
な
し

い
」
は
自
己
主
張
を
是
と
す

る
現
代
で
は
マ
イ
ナ
ス
要
素

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
か

つ
て
は
美
徳
と
さ
れ
た
▼
イ

ギ
リ
ス
の
国
際
文
化
交
流
機

関
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ

ン
シ
ル
が
、
今
後
二
十
年
に

わ
た
っ
て
欠
か
せ
な
い
十
の

言
語
に
日
本
語
を
含
め
た
と

い
う
（
平
成
二
十
五
年
十
一

月
二
十
六
日　

日
経
）。
も

っ
と
も
、
そ
の
前
提
と
し
て

日
本
の
経
済
が
安
定
的
で
あ

る
こ
と
や
、
知
ら
れ
て
い
る

語
彙
で
は
キ
モ
ノ
、
サ
ム
ラ

イ
、
ゲ
イ
シ
ャ
、
カ
ミ
カ
ゼ

で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
見
方

は
相
変
わ
ら
ず
だ
▼
こ
れ
か

ら
は
経
済
力〈
カ
ネ
〉や
技
術

力〈
モ
ノ
〉
だ
け
で
な
く
、日

本
の
品
質〈
オ
ト
ナ
〉を
世
界

に
理
解
し
て
も
ら
え
る
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
め
ざ
し
た
い
。

崇
敬
と
感
謝
の
念
を
新
た
に

六
七
〇
名
が
新
成
人
に

　

一
月
九
日
、
学
長
に
よ
る
新
年
恒
例
の
年
頭
講
話

が
厳
か
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
新
成
人
と
な
る
二

年
生
を
中
心
に
約
百
名
が
記
念
講
堂
に
会
し
、
真
剣

な
面
持
ち
で
学
長
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。

静かに、そして力強く語りかける清水学長

伊
勢
は
特
別
な
場
所

　
毎
年
、
日
本
を
導
い
て
き

た
先
人
達
の
言
葉
を
引
用
し

て
語
ら
れ
る
清
水
潔
学
長
の

年
頭
講
話
。
今
年
は
第
六
十

二
回
式
年
遷
宮
の
直
後
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
本
学
の
学

生
と
教
職
員
ら
が
一
丸
と
な

っ
て
遷
宮
に
奉
賛
で
き
た
こ

と
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
か

ら
始
ま
っ
た
。

　

次
に
幕
末
の
越
前
の
歌

人
、
橘
た
ち
ば
な

曙の
あ
け

覧み

が
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
に
伊
勢
神
宮

に
参
拝
し
た
様
子
を
綴
っ
た

旅
日
記
「
榊
の
薫
」
を
紹

介
。『
ま
う
づ
る
人
の
あ
り

さ
ま
見
わ
た
す
に
、
た
れ
も

た
れ
も
、
足
の
ふ
み
ど
も
あ

ら
じ
げ
に
、
か
た
ち
を
す
ぼ

め
息
も
し
あ
へ
ず
、
ひ
た
ぶ

る
に
地
に
ひ
た
ひ
を
す
り
つ

け
を
が
む
』
と
い
う
一
節
を

朗
読
し
「
文
久
元
年
は
遷
宮

の
年
で
は
な
い
。
し
か
し
身

動
き
も
で
き
な
い
ほ
ど
大
勢

の
人
が
正
殿
の
前
に
ひ
れ
伏

し
、
頭
を
地
に
つ
け
て
息
を

潜
め
て
拝
ん
だ
と
記
さ
れ
る

ほ
ど
、
江
戸
時
代
、
幕
末
期

の
人
々
は
伊
勢
に
対
し
て
特

別
に
敬
虔
な
信
仰
を
抱
い
て

い
た
」
と
解
説
し
た
。

　
ま
た
江
戸
時
代
に
全
国
的

な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
「
西
国

三
十
三
カ
所
観
音
巡
礼
」
が

紀
伊
の
那
智
山
如
意
輪
堂

（
現・青
岸
渡
寺
）
か
ら
始
ま

る
理
由
に
つ
い
て
「
最
初
に

伊
勢
神
宮
で
旅
の
安
全
を
祈

願
し
て
か
ら
巡
礼
に
向
か
っ

た
た
め
、
伊
勢
か
ら
最
も
近

い
那
智
山
が
一
番
の
札
所
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

の
説
を
披
露
。
伊
勢
が
日
本

人
に
と
っ
て
い
か
に
特
別
な

所
で
あ
っ
た
か
を
説
い
た
。

　
さ
ら
に
学
長
は
、
伊
勢
神

宮
へ
の
信
仰
の
特
質
は
以
下

の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
と
解

説
し
た
。

一
．国
民
的
普
遍
性（
特
定
の

氏
族
や
地
域
・
職
業
の
人
々

が
奉
る
神
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
日
本
人
の
総
氏
神
で
あ

る
こ
と
）

二
．祭
祀
伝
統
の
純
粋
性（
他

の
宗
教
と
習
合
せ
ず
、
早
く

習
合
が
進
ん
だ
奈
良
時
代
か

ら
固
有
の
神
道
祭
祀
の
伝
統

が
保
た
れ
て
き
た
こ
と
）

三
．
神
宮
参
拝
の
祈
願
（
個

人
的
な
幸
福
を
願
う
の
で
は

な
く
、
君
が
代
の
永
遠
が
祈

ら
れ
て
き
た
こ
と
）

　
最
後
に
学
長
は
平
安
末
期

の
歌
数
首
を
紹
介
し
、「
中
で

も
三
番
目
の
『
天
皇
の
御
代

の
長
久
を
祈
る
』
こ
と
は
、

君
国
の
弥
栄
を
祈
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
伊
勢
神

宮
に
奉
る
信
仰
の
本
質
で
あ

る
」
と
結
び
、
新
た
な
神
宮

の
二
十
年
期
に
人
生
の
最
も

大
切
な
時
期
を
過
ご
す
新
成

人
へ
の
餞
の
言
葉
と
し
た
。

　

学
長
年
頭
講
話
に
続
き
、

倉
陵
会
館
に
お
い
て
本
学
恒

例
の
「
学
内
成
人
式
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
学

内
成
人
式
は
本
学
が
再
興
さ

れ
た
昭
和
三
十
年
代
後
半
、

遠
方
か
ら
本
学
へ
と
学
び
に

来
て
い
た
学
生
が
、
故
郷
の

成
人
式
に
出
席
で
き
な
い
こ

と
を
気
の
毒
に
思
っ
て
始
め

ら
れ
た
と
い
う
。
今
年
対
象

と
な
る
の
は
、
六
七
〇
名
の

学
生
だ
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
清
水
潔
学

長
は
「
成
人
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
『
立
志
』、つ
ま
り
志

を
立
て
る
と
い
う
こ
と
。
社

会
の
た
め
、
国
の
た
め
に
自

分
は
何
を
為
す
べ
き
か
、
ど

ん
な
存
在
に
成
る
べ
き
か
を

し
っ
か
り
考
え
、
深
く
心
に

刻
ん
で
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
人
生
の

大
き
な
節
目
を
迎
え
た
新
成

人
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
続
い
て
新
成
人
を
代
表
し

神
道
学
科
二
年
の
桑
原
和
瑳

君
が
「
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
慈
悲
深
い
心
を
胸
に
刻

み
、
社
会
と
い
う
大
海
原
に

船
出
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
、「
い
つ
の
日
か
顧
み
て
、

よ
く
ぞ
歩
い
て
き
た
と
思
え

る
人
生
を
歩
み
た
い
」
と
決

意
を
誓
っ
た
。

　
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
し
た
後

は
、
学
長
や
先
生
方
を
交
え

て
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
に
。
中

締
め
で
は
元
塚
敏
彦
准
教
授

が
壇
上
に
立
ち
、
自
分
の
年

齢
を
三
で
割
っ
た
数
字
が
、

人
生
を
一
日
に
見
立
て
た
時

の
時
間
に
該
当
す
る
と
い
う

計
算
式
を
披
露
。「
皆
さ
ん
は

二
十
歳
だ
か
ら
、
三
で
割
る

と
六
と
三
分
の
二
、
つ
ま
り

一
日
の
中
で
ま
だ
午
前
六
時

四
十
分
と
い
う
こ
と
。
よ
う

や
く
一
日
が
始
ま
る
時
間
。

そ
ろ
そ
ろ
、
皆
さ
ん
が
ど
ん

な
人
間
と
し
て
人
生
の
一
日

を
過
ご
す
か
を
考
え
て
ほ
し

い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
、

会
場
の
全
員
が
感
慨
深
げ
に

話
し
に
聞
き
入
っ
た
。

　
成
人
式
に
参
加
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
二
年

の
田
端
知
佳
さ
ん
は
「
こ
こ

ま
で
育
て
て
も
ら
っ
た
両
親

と
周
囲
の
人
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。
今
日
か
ら
、
そ

の
気
持
ち
を
返
せ
る
人
に
な

り
た
い
」
と
語
っ
た
。
教
育

学
科
二
年
の
荒
木
絢
香
さ
ん

は
「
人
の
気
持
ち
を
し
っ
か

り
思
い
や
り
、
譲
る
べ
き
こ

と
は
譲
り
、
主
張
す
べ
き
こ

と
は
主
張
で
き
る
大
人
に
な

り
た
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　
最
後
に
新
成
人
は
、
保
護

者
会
で
あ
る
萼
の
会
が
用
意

し
た
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
、

記
念
す
べ
き
一
日
が
静
か
に

幕
を
閉
じ
た
。

清
水
学
長
の
祝
辞
に
、
神
妙
な

表
情
で
耳
を
傾
け
る
新
成
人

学
内
成
人
式
出
席
の
記
念
品
を

受
け
取
り
笑
顔
の
学
生
た
ち

◆
学
内
成
人
式
を
開
催

　
四
十
七
号
で
報
じ
た
通
り
、
現
在

大
学
で
は
、
文
部
科
学
省
が
実
施
す

る
、「
私
立
大
学
等
教
育
研
究
活
性
化

設
備
整
備
事
業
」
の
支
援
対
象
校
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
以
下
の

二
事
業
の
始
動
に
向
け
た
準
備
が
整

い
つ
つ
あ
る
。

　
①
は
学
生
の
主
体
的
・
協
働
的
学

修
を
支
援
す
る
機
能
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
機
能
を
融
合
・
強

化
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
等
を
活
用

し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

推
進
す
る
取
組
み
。
附
属
図
書
館
内

の
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」と
一
体
的

に
整
備
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
生

の
情
報
収
集
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
効
果
が
期
待
で
き
る
。
現
在
、
図

書
館
二
階
の
書
籍
移
動
作
業
、
学
内

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
な
ど
が
始
ま

っ
て
い
る
。

　
②
は
地
元
の
企
業
・
自
治
体
と
連

携
し
、
学
生
が
教
員
や
テ
レ
ビ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
指
導
の
も
と
新
た
な
視

点
で
地
域
の
魅
力
を
発
見
・
取
材
し

発
信
す
る
こ
と
で
、「
ポ
ス
ト
遷
宮
」

と
い
う
地
域
の
課
題
に
応
え
る
実
践

の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
く
。
学
生

は
番
組
制
作
を
通
し
て
創
造
的
思
考

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
磨
け
る
ほ
か
、

地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
る
。

　
両
事
業
と
も
三
月
下
旬
か
ら
運
営

を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　
詳
細
は
運
営
開
始
後
に
お
伝
え
す

る
。

①
タ
イ
プ
１
（
大
学
教
育
質
転
換
型
）

②
タ
イ
プ
２
（
地
域
特
色
型
）

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」
を

図
書
館
内
に
整
備
し
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

推
進

「
大
学
生
テ
レ
ビ
局
」
を

九
号
館
に
整
備

地域と連携した中核的職業人養成教育を促進



「ご馳走さま」に励まされ
学生寮管理栄養士　伊藤素子

　

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
皇
學
館
大

学
の
事
務
職
を
拝
命
。
栄
養
士
の
資
格
を
持

つ
た
め
、
お
も
に
学
生
寮
の
栄
養
士
と
し
て

給
食
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
お
陰
様
で
食
中
毒
を
出
し
て
世
間
を
お

騒
が
せ
す
る
こ
と
も
な
く
、
今
日
に
至
る
ま

で
四
十
四
年
の
長
き
に
わ
た
り
奉
職
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
自
身
唯
一
の
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。

　

各
寮
の
今
昔
の
思
い
出
は
枚
挙
に
暇
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

当
初
、
精
華
寮
南
寮
の
厨
房
は
食
器
洗
浄

機
も
な
い
！
オ
ー
ブ
ン
も
な
い
！
蒸
し
器
も

な
い
！
の
な
い
な
い
づ
く
し
で
の
食
事
づ
く

り
で
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
の
精
華
寮
北
寮

の
増
築
竣
工
を
機
に
新
し
く
な
っ
た
厨
房
に

は
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
も
の
が
お
お
む
ね
整

備
さ
れ
、加
え
て
大
型
の
レ
ン
ジ
、殺
菌(

包

丁
・
ま
な
板) 

庫
、
給
湯
器
等
設
備
が
拡
充

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
衛
生
面
を
重
視
し
な
が

ら
合
理
的
で
快
適
な
調
理
作
業
が
で
き
る
こ

と
に
今
も
感
謝
の
毎
日
で
す
。

　

貞
明
寮
の
歴
史
も
紆
余
曲
折
で
そ
れ
は
大

変
で
し
た
。
勤
め
始
め
の
頃
は
、大
藪
寮(

旧

病
院)

や
旅
館
の
一
部
を
拝
借
し
て
い
た
引

本
寮
に
給
食
を
提
供
。
市
内
循
環
バ
ス
に
揺

ら
れ
て
献
立
を
届
け
に
行
っ
た
こ
と
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

給
食
数
は
過
去
で
一
番
多
い
時
に
は
精

華
・
貞
明
寮
合
計
で
五
百
名
を
超
え
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
も
手
作
り

感
を
尊
重
し
な
が
ら
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
と
嗜

好
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
多
さ
に
配
慮
。
因
み

に
冷
凍
食
品
使
用
第
一
号
は
今
で
も
時
々
登

場
す
る
ヤ
ヨ
イ
の〝
南
瓜
の
挽
き
肉
フ
ラ
イ
〟

で
す
。

　

食
事
に
関
連
し
た
寮
全
体
の
年
間
行
事
も

昔
は
四
月
の
新
入
生
歓
迎
会
に
始
ま
り
、
五

月
の
参
拝
見
学
、
六
月
の
寮
祭
と
ほ
ぼ
毎
月

に
わ
た
っ
て
あ
り
ま
し
た
。今
は
親
か
ら
子
、

孫
と
入
寮
の
方
あ
り
で
、
出
寮
や
卒
業
後
に

来
寮
さ
れ
、
元
気
で
ご
活
躍
の
様
子
を
伺
う

に
つ
け
何
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

精
華
寮
で
食
事
を
終
え
た
皆
さ
ん
に
シ
ン

ク
の
入
口
で｢

ご
馳
走
さ
ま
で
し
た｣

と
呼

び
か
け
ら
れ
る
と
、
必
ず
私
も｢

は
い
ど
う

も｣

と
ラ
音
階
で
皆
さ
ん
に
負
け
な
い
大
き

な
声
で
応
答
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
快
活

な
声
に
厨
房
の
職
員
は
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

四
十
四
年
間
の
歳
月
で
何
百
回
、
何
千
回
、

い
や
何
万
回
交
わ
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

〈
食
事
〉
と
は
〈
人
を
良
く
す
る
事
〉
と
書

き
ま
す
。
食
事
を
通
し
て
同
じ
釜
の
飯
を
い

た
だ
い
た
ご
縁
と
心
の
絆
を
大
切
に
、
寮
で

の
貴
重
な
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
存
分

に
生
か
し
て
下
さ
い
。

『
食
事
終
え　

鸚お
う

鵡む

返
し
の　

言
の
葉
は　

一
期
一
会
の　

心
の
絆
』
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平
成
二
十
五
年
十
一
月
三

十
日
、
本
学
記
念
館
に
お
い

て
「
鈴
木
重
胤
先
生
百
五
十

年
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。

重
胤
先
生
は
幕
末
の
国
難
迫

り
来
る
中
、『
日
本
書
紀
伝
』

で
国
体
の
尊
厳
と
敬
神
愛
国

の
精
神
を
説
か
れ
た
国
学
者

で
あ
る
。
本
学
で
は
重
胤
先

生
が
文
久
三
年（
一
八
六
三
）

に
殁
せ
ら
れ
て
か
ら
百
年
後

に
あ
た
る
昭
和
三
十
八
年
十

月
に
故
谷
省
吾
元
学
長
が
中

心
と
な
っ
て
百
年
祭
を
開
催

し
て
い
る
。
昨
年
は
没
後
百

五
十
年
に
あ
た
り
、
重
胤
先

生
の
ご
遺
徳
を
偲
び
改
め
て

ご
事
績
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
周
年
祭
を
挙
行
し
た
。

　
当
日
は
佐
古
一
洌
理
事
長

を
は
じ
め
、
遠
方
よ
り
お
越

し
の
神
社
関
係
者
の
皆
様
も

含
め
約
三
十
名
が
出
席
。
百

五
十
年
祭
は
四
部
構
成
で
行

わ
れ
、
第
一
部
で
は
祭
主
を

松
本
丘
教
授
、
祭
員
を
本
学

祭
式
研
究
部
学
生
二
名
、
典

儀
を
木
村
徳
宏
助
教
が
務

め
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で

式
典
が
斎
行
さ
れ
た
。
式
典

で
は
佐
古
理
事
長
、
清
水
潔

学
長
、
伴
五
十
嗣
郎
名
誉
教

授
、
加
茂
正
典
教
授
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
代
表
玉
串
奉
奠
が

行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
第
二
部

で
は
佐
古
理
事
長
及
び
清
水

学
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
ま

ず
加
茂
教
授
が
「
鈴
木
重
胤

先
生
の
事
績
」
と
題
し
て
講

演
。
精
細
な
考
証
を
特
徴
と

す
る
そ
の
研
究
成
果
に
つ
い

て
「
皇
大
御
典
」「
神
御
典
」

研
究
と「
神
典
」研
究
と
に
分

け
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
た
。
次
に
「
鈴
木
重
胤
先

生
の
神
典
研
究
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
伴
名
誉
教
授
か
ら

神
典
研
究
の
詳
細
な
内
容
に

つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。

　

第
三
部
で
は
、「
重
胤
先

生
遺
著
展
覧
会
」
が
開
催
さ

れ
、
𠮷
崎
久
本
学
附
属
図
書

館
事
務
長
に
よ
る
展
示
解
説

の
後
、
茶
室
に
並
べ
ら
れ
た

重
胤
先
生
に
関
す
る
資
料
の

展
覧
が
行
わ
れ
た
。
資
料
の

中
に
は
重
胤
先
生
の
百
年
祭

を
執
り
行
っ
た
故
谷
省
吾
元

学
長
所
蔵
の
資
料
も
展
示
さ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
貴

重
な
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ

た
。

　
第
四
部
に
お
い
て
は
直
会

が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た

方
々
は
重
胤
先
生
を
偲
び
な

が
ら
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
た
。

　
昨
年
十
二
月
七
日
、
皇
學

館
高
校
創
立
五
十
周
年
・
皇

學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周

年
を
記
念
し
て
、
御
茶
の
水

女
子
大
学
名
誉
教
授
で
あ
り

本
学
特
別
招
聘
教
授
で
も
あ

る
藤
原
正
彦
先
生
が
「
二
十

一
世
紀
を
担
う
君
た
ち
へ
」

と
題
し
特
別
講
座
を
開
い

た
。
本
高
校
で
の
講
座
は
約

十
年
ぶ
り
。

　
冒
頭
で
藤
原
教
授
は
「
高

校
生
に
大
切
な
こ
と
は
、
論

理
的
思
考
、
知
識
、
そ
し
て

情
緒
力
」
と
語
り
、
中
で
も

情
緒
力
の
大
切
さ
を
強
調
し

た
。「
ど
れ
だ
け
正
し
い
知

識
で
正
し
い
論
理
を
展
開
し

て
も
、
前
提
が
違
え
ば
意
味

が
な
い
。
そ
の
正
し
い
前
提

を
導
く
た
め
に
情
緒
力
が
必

要
」
と
説
い
た
。

　
藤
原
教
授
に
よ
れ
ば
、
情

緒
力
と
は〈
懐
か
し
さ
や「
も

の
の
あ
わ
れ
」
を
感
じ
、
美

し
い
も
の
を
美
し
い
と
思
え

る
感
性
〉
の
こ
と
。
教
授
は

日
本
人
が
虫
の
音
や
散
る
花

に
美
を
感
じ
る
世
界
で
も
数

少
な
い
国
民
で
あ
り
、
き
わ

め
て
情
緒
力
の
高
い
民
族
で

あ
る
こ
と
に
触
れ
、「
そ
の
結

果
、
源
氏
物
語
を
筆
頭
と
す

る『
文
学
』や
、フ
ラ
ン
ス
印

象
派
の
画
家
に
影
響
を
与
え

た
浮
世
絵
な
ど
の
『
芸
術
』、

江
戸
時
代
の
関
孝
和
に
代
表

さ
れ
る
『
数
学
』
な
ど
、
世

界
に
誇
る
べ
き
優
れ
た
学
問

が
醸
成
さ
れ
た
」
と
指
摘
し

た
。
そ
し
て
情
緒
力
の
本
質

を
、
新
渡
戸
稲
造
の
言
葉
を

引
用
し
て「
惻そ
く
隠い

ん
の
情じ

ょ
う

」（
相

手
を
思
い
や
る
心
）と
説
明
。

会
場
に
集
ま
っ
た
三
六
二
名

の
高
校
一
年
生
に
向
け
、「
将

来
、
君
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
『
惻
隠
』
の
心
を
世
界
に

広
め
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
贈
り
、
会
場
は
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　
聴
講
し
た
皇
學
館
高
校
一

年
の
中
村
光
希
く
ん
は
「
先

生
は
知
識
と
情
緒
力
、
弱
者

へ
の
涙
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
三

つ
を
持
っ
た
上
で
野
心
を
抱

き
、
能
力
を
全
開
に
し
て
楽

観
的
に
過
ご
す
よ
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
贈
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
僕
は
こ
の
自
然
豊
か
な

伊
勢
の
地
で
先
生
が
お
っ
し

ゃ
っ
た
三
つ
の
こ
と
を
最
大

限
に
自
身
に
取
り
込
み
、
世

界
へ
羽
ば
た
い
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
同

一
年
の
久
村
理
沙
子
さ
ん
は

「
一
見
無
駄
に
見
え
る
こ
と

も
、
情
緒
力
を
磨
く
た
め
に

必
要
だ
と
い
う
言
葉
が
印
象

に
残
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
こ

れ
か
ら
私
が
生
き
て
い
く
上

で
ヒ
ン
ト
に
な
る
話
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
本
当
に
い
い
機

会
だ
っ
た
と
思
う
」
と
述
べ

た
。
こ
れ
か
ら
長
い
人
生
を

歩
む
上
で
、
こ
の
講
演
は
彼

ら
の
大
き
な
道
標
に
な
る
に

違
い
な
い
。

力強く高校生にエールを送る藤原教授

故
谷
省
吾
元
学
長
所
蔵
の
資
料

も
展
示
さ
れ
た

藤
原
教
授
の
言
葉
に
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
る
高
校
生
た
ち

　

幕
末
の
国
学
者
・
鈴
木
重
胤
先
生
が
殁
せ
ら
れ
て
か
ら
百
五
十
年
に
あ
た
る
平
成
二
十
五
年
、
本
学
記

念
館
に
お
い
て
「
鈴
木
重
胤
先
生
百
五
十
年
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
祭
典
に
は
神
社
関
係
者
な
ど
お
よ

そ
三
十
名
が
参
列
し
、
先
生
の
ご
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

鈴
木
重
胤
先
生
百
五
十
年
祭
を
斎
行

「日本の情緒力を世界へ」
藤原正彦特別招聘教授が講演

皇學館高校創立五十周年・皇學館中学校創立三十五周年「記念特別講座」

本
学
記
念
館
で
行
わ
れ
た
鈴
木
重
胤
先
生
百
五
十
年
祭
に
て

鈴木重胤先生に関する貴重な資料が数多く展示された



　

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
中

核
的
職
業
人
を
育
成
す
る
た

め
の
本
学
独
自
の
取
組
み

「
キ
ャ
リ
ア·

コ
ン
パ
ス·

プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
平
成
二
十
六

年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る
。
従

来
、
公
務
員
や
教
員
に
関
し

て
高
い
就
職
・
採
用
実
績
を

誇
る
本
学
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
こ
れ
ま
で
以
上
に

有
名
・
優
良
企
業
へ
の
就
職

者
数
の
増
加
を
め
ざ
す
。

　

こ
こ
で
は
従
来
の
専
門
教

育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
体

験
学
習
）
の
充
実
に
加
え
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
一
・
二

年
生
を
対
象
に
「
職
業
実
務

能
力
」
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
開
始
。
今
日
、
あ
ら
ゆ
る

資
格
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
と

も
い
え
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
会
計

学
」「
ビ
ジ
ネ
ス
法
律
学
」

な
ど
を
徹
底
し
て
学
び
、
簿

記
二
級
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
三
級
、
ビ
ジ

ネ
ス
実
務
法
務
検
定
二
級
と

同
レ
ベ
ル
の
実
務
能
力
を
習

得
。
知
識
や
資
格
を
保
持
す

る
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
場
で
「
使
い
こ
な
す
」

実
践
力
を
育
成
す
る
。

　

そ
の
蓄
積
の
上
に
就
職
支

援
担
当
の
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
、
三
年
次
か
ら
の
有
名
専

門
学
校
に
よ
る
課
外
講
座
を

活
用
し
、
す
べ
て
の
学
生
の

夢
実
現
へ
と
導
い
て
い
く
。

株
式
会
社　

赤
福

株
式
会
社　

ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー

朝
日
ガ
ス
エ
ナ
ジ
ー　

株
式
会
社

ア
サ
ヒ
グ
ロ
ー
バ
ル　

株
式
会
社

イ
セ
ッ
ト　

株
式
会
社

岡
三
証
券　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ぎ
ゅ
ー
と
ら

株
式
会
社　

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

株
式
会
社　

鈴
鹿
英
数
学
院

住
友
電
装　

株
式
会
社

株
式
会
社　

津
松
菱

東
海
物
産　

株
式
会
社

鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル　

株
式
会
社

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
三
重　

株
式
会
社

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
ノ
ヴ
ェ
ル
三
重　

株
式
会
社

株
式
会
社　

百
五
銀
行

株
式
会
社　

ホ
ー
ペ
ッ
ク

三
重
交
通　

株
式
会
社

三
重
ダ
イ
ハ
ツ
販
売　

株
式
会
社

株
式
会
社　

山
口
工
務
店
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こ
の
合
同
企
業
説
明
会
は

百
五
銀
行
と
の
教
育
連
携
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
今
回
で
二
回
目
と

な
る
。

テ
ル
と
さ
ま
ざ
ま
。
二
三
一

教
室
で
行
わ
れ
た
第
一
部
で

は
、
宮
川
泰
夫
就
職
担
当
学

部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各
企

業
が
四
分
間
の
自
社
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

第
二
部
は
倉
陵
会
館
の
食
堂

に
移
動
。
学
生
は
第
一
部
で

興
味
を
持
っ
た
企
業
の
個
別

ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
一
回
に
つ

き
二
十
五
分
間
、
担
当
者
か

ら
よ
り
詳
し
い
企
業
説
明
を

聞
き
、
疑
問
に
思
う
こ
と
を

熱
心
に
質
問
し
て
い
た
。
こ

れ
が
三
回
繰
り
返
さ
れ
、
学

生
は
最
大
で
三
社
を
訪
れ
、

効
率
的
に
企
業
情
報
の
収
集

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
の
反

応
は
良
好
で
、「
ど
の
企
業

も
、
そ
の
会
社
に
し
か
な
い

魅
力
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
」（
国
文
学
科
男
子
）、「
実

際
の
説
明
会
の
雰
囲
気
を
体

験
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
自
信

に
つ
な
が
る
と
思
う
」（
国
史

学
科
男
子
）、「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
見
れ
ば
ど
ん
な
情
報

も
得
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
際
に
話
を
し
な
い
と

分
か
ら
な
い
情
報
も
多
く
、

と
て
も
た
め
に
な
っ
た
」（
教

育
学
科
女
子
）
と
手
応
え
を

感
じ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
参
加
し
た
企
業
か

ら
も
好
評
で
、
終
了
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
二
十
社
の
う

ち
十
二
社
か
ら
「
た
い
へ
ん

　
参
画
し
た
二
十
社
は
い
ず

れ
も
三
重
県
下
に
本
社
・
事

業
所
を
有
す
る
優
良
企
業

で
、業
態
も
食
品
や
情
報
、エ

ネ
ル
ギ
ー
、住
宅
、金
融
、ホ

良
か
っ
た
」、八
社
か
ら
「
良

か
っ
た
」と
評
価
を
受
け
た
。

ま
た
十
六
社
が
「
次
年
度
も

参
加
し
た
い
」
と
意
向
を
示

し
た
。ほ
か
に
も「
学
生
が
非

常
に
熱
心
に
聴
い
て
お
り
、

嬉
し
く
思
っ
た
」「
真
面
目
で

素
直
な
学
生
が
多
く
、
ぜ
ひ

来
年
も
参
加
し
た
い
」「
学
生

の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
企
画

で
、楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
」

「
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
せ
た
」
と
概
ね
高
い
評

価
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
一

部
の
企
業
か
ら
「
全
体
的
に

（
学
生
か
ら
）も
っ
と
質
問
が

あ
っ
て
も
良
か
っ
た
」「
企
業

を
知
っ
て
か
ら
訪
問
先
を
考

え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
厳
し

い
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

　
こ
の
合
同
企
業
説
明
会
は

来
年
も
開
催
さ
れ
る
予
定
。

　
年
明
け
に
平
成
二
十
五
年

度
卒
業
生
の
就
職
内
定
状
況

が
判
明
し
た
。
昨
今
の
景
気

回
復
基
調
の
中
で
企
業
の
採

用
意
欲
も
徐
々
に
高
ま
り
を

見
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年

同
時
期
と
比
較
す
る
と
内
定

状
況
は
若
干
上
向
い
て
き
て

い
る
。

　
昨
年
十
二
月
末
の
集
計
で

は
、
全
就
職
希
望
者
数
の
内

定
率
は
五
八
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
。
し
か
し
こ
の
数
字
に
は

教
員
専
願
者
（
次
年
度
の
教

員
採
用
試
験
に
再
挑
戦
す
る

た
め
、
現
在
就
職
活
動
を
停

止
し
て
い
る
学
生
）
が
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
よ
り

実
態
に
近
い
数
字
を
出
す
た

め
教
員
専
願
者
を
除
く
と
内

定
率
は
七
一
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
、
昨
年
同
時
期
の

六
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

三
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
上
昇
し

て
い
る
。 

　
続
い
て
学
科
別
内
定
者
の

業
種
内
訳
は
下
記
の
円
グ
ラ

フ
の
通
り
。特
筆
す
べ
き
は
、

今
年
度
初
め
て
卒
業
生
を
輩

出
す
る
現
代
日
本
社
会
学
科

が
大
健
闘
し
た
こ
と
。
内
定

者
の
五
名
に
一
名
が
公
務
員

試
験
に
合
格
と
い
う
実
績

は
、
同
学
科
の
「
日
本
を
動

か
す
人
を
育
て
る
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
象
徴
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
ほ
か
、
神

道
学
科
と
教
育
学
科
は
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た

就
職
を
実
現
し
て
い
る
こ
と

が
顕
著
に
う
か
が
え
る
。
国

文
学
科
・
国
史
学
科
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
卸

売
り
・
小
売
業
と
サ
ー
ビ
ス

業
が
強
い
の
は
、
人
文
学
系

学
科
の
全
国
的
な
特
徴
だ
。

加
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
の
三
名
に
一
名
が

卸
売
・
小
売
業
で
内
定
が
出

て
い
る
の
は
、
同
科
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
成

果
と
い
え
る
。

　
こ
の
先
も
、
本
学
で
は
学

生
一
人
ひ
と
り
が
志
望
す
る

分
野
に
進
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
最
後
ま
で
支
援
し
て

い
く
。

人気企業には立ち見が出るほど多くの学生が集まった

内
定
状
況
は
若
干
上
向
き

職
業
人
育
成
の

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

十
二
月
四
日
、
県
内
の
優
良
企
業
二
十
社
に
よ

る
学
内
合
同
企
業
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度

の
三
年
生
七
○
九
名
の
う
ち
、
企
業
就
職
を
希
望

す
る
約
二
百
三
十
名
が
出
席
。
企
業
担
当
者
の
説

明
に
真
剣
な
顔
で
聞
き
入
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
度
卒
業
生
就
職
内
定
状
況

　

皇
室
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
所
功
本
学
特

別
招
聘
教
授
の
講
義
が
昨
年
十
二
月
十
七
日
、神

道
学
科
専
門
科
目
「
皇
室
概
説
」
の
特
別
授
業
と

し
て
行
わ
れ
、
通
常
の
受
講
学
生
の
ほ
か
、
教
員

や
聴
講
希
望
者
な
ど
約
百
名
が
受
講
し
た
。

　

講
義
の
中
で
所
教
授
は
、宮
中
で
日
々
行
わ
れ

て
い
る
天
皇
陛
下
の
祭
祀
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
し
、つ
ね
に
国
民
と
共
に
歩
ま
れ
て
い
る
皇
室

の
御
精
神
が
こ
の
祭
祀
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
た
。
ま
た
、現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
本
学

学
生
有
志
に
よ
る
皇
居
勤
労
奉
仕
を
一
番
最
初

に
引
率
し
た
の
は
、当
時
助
教
授
と
し
て
本
学
に

在
職
中
だ
っ
た
所
教
授
自
身
で
あ
っ
た
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。
ほ
か
に
、江
戸
時
代
の
お
伊

勢
参
り
で
は
犬
も
人
々
の
助
け
を
借
り
て
参
宮

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
な
ど
多
彩
な
話
題
を
論

じ
、聴
講
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
皇
室

と
神
道
・
神
社
、
皇
室
と
本
学
の
縁
り
に
つ
い
て

認
識
を
新
た
に
す
る
恰
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

皇室と本学との関わりについて熱く語る所教授

皇室への認識新たに

県内優良企業 20社が
合同で説明会を開催

所 功 特 別 招 聘 教 授 が 講 演

就
職
希
望
の
二
百
三
十
名
が
参
加

企
業
と
学
生
、
と
も
に
手
応
え

現
代
日
本
社
会
学
科
第
一
期
生
が
健
闘

出展企業名（50 音順）

●

●

●

●

人生と仕事

インターンシップ

社会人課題
解決力養成講座

グローバル化と
地域の経済社会 他

● ビジネス法務
● ビジネス会計 他

● ビジネス法務
● 海外体験・留学
● 学校ボランティア
● 地域貢献活動　
● 作物栽培学実習 他

● 公務員試験対策講座
● 教員採用試験対策

特別講座 他

専門教育
<学士力>

就業実務
能力養成

キャリア
教育

課外講座
多彩な
体験学修

3学部6学科
の学び

NEW

その他
20.6％
運輸・郵便
7.7％
公務員
7.7％
建設・製造
12.8％

卸売・小売
8.8％

建設・製造
6.6％

卸売・小売
15.6％

建設・製造
12.5％

その他
23.5％

その他
18.8％

医療・
福祉
17.2％

教員
26.5％

公務員
20.3％

サービス
15.6％

公務員
5.7％

その他
7.5％

その他
26.6％

その他
28.5％

教員
6.7％

医療・福祉　
6.7％

神社
4.4％ 建設・製造

8.2％
教員
8.2％
神社
10.2％

サービス
26.7％

幼稚園・
保育園
34.6％

卸売・小売
33.3％

サービス
17.9％

神社
86.8％

卸売・小売
20.0％
情報通信
8.9％

卸売・小売
18.4％

サービス
12.2％

公務員
14.3％

コミ 教育 現日

神道 国文 国史

学科別内定分野　平成 26 年１月８日現在
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坂 口 智 紀

土 口 ふ み

羽 柴 良 子

中林紗矢佳

坂 本 陽 祐

石 谷 将 大

神道学科

コミュニケーション学科

国史学科

現代日本社会学科

国文学科

教育学科

就職内定者ＶＯＩＣＥ
皇學館大学

景気の回復とともに、少しずつ就職環境も好転しつつある今日この頃。本学には４年生たちから嬉しい便りが続々届いている。
そこで、無事に内定・合格を勝ち取った彼らに、就職活動や試験勉強のポイントを語ってもらった。

　１年の年末年始に神社奉仕に行ったとき、私
と同じ神社関係出身でない若い神職さんの話を
聞き、神社界に奉職したいと思うようになりま
した。その後、神職養成部を通して神務実習や
神社奉仕などに参加させていただきました。就
職を意識する４年になってからは神職養成部へ
本格的に出入するようになり、履歴書をはじめ
とする書類の書き方や面接指導、採用試験の傾
向や対策についても懇切丁寧に教えていただき
ました。特に私は採用試験の小論文に不安を感
じていたため、添削指導が勉強になりました。
　私が橿原神宮に奉職できたポイントは、日頃
から神職養成部にこまめに顔を出し、先輩方が
記した採用試験報告書や神社情報などを上手に
活用したことだと思います。もちろん実際に神
社の境内で、神務実習や神社奉仕に参加できた
ことも大きかったのです
が、それよりも私たち一
人ひとりの適性や状況に
合わせてアドバイスをい
ただいたことがとても役
に立ちました。

　子どもの頃から先生に憧れ、２年の時に教員
採用試験の説明を聞き、はっきりと中学校の英
語科教員になろうと決めました。その後は教職
支援室にストックされた先輩方の報告書などを
参考にして、教員採用試験に関する講座を受講
し、合格者の体験報告会に参加するなど、自分
なりに勉強方法を工夫しました。また私が３年
の時、先輩の集団討論や模擬面接を見学させて
いただき、面接の心構えができたことも役に
立ったと思います。
　さらに、知識だけではなく、社会人としての
将来を見据えて、マナーの勉強ができる「ソー
シャルスキル」などの勉強にも力を入れました。
学内で受験できる「マナー・プロトコール検定」
の資格を取得したことは、私の大きな自信です。
また「表現演習」など、コミュニケーション学
科の専門の授業を通し
て、相手を理解し、自分
の意見をきちんと伝える
力を養えたことが、自己
ＰＲを考える上でとても
役に立ちました。

　最初は先生になろうと思っていましたが、や
がて子どもに「教える」ことと同じくらい子ど
もが安心して学ぶ環境を「守る」ことも大切だ
と気づき、警察官を志望しました。
　私が一番お世話になったのは就職支援室。履
歴書の書き方から面接まで、あらゆることを教
えていただきました。警察官採用試験に向けて
は、大原学園の公務員夏期集中講座と、秋のレ
ギュラーコースを受講。試験の前までに過去問
題を３度は繰り返して勉強しました。面接対策
には自分で想定質問とその回答例を作り、それ
を持って就職支援室で何度も面接の練習をさせ
てもらいました。
　しかし公務員試験の本番と、私の教育実習の
日程がほぼ重なってしまい、その数日間は目が
回るほど忙しい時期でした。それでも私が公務
員試験に合格できたの
は、「警察官になる」と
心から信じ、夢を持ち続
けたからだと思います。
将来は地域の人と信頼関
係で結ばれた警察官にな
りたいと思います。

　大学の「地域社会研究会」の活動の中で、「全
国まちづくりカレッジ」の企画・運営でコーディ
ネーターをしておられた県職員の方に出会い、
その方に憧れて、公務員をめざそうと思いまし
た。
　本格的に公務員試験のための勉強を始めたの
は、２年の５月から。大原学園の公務員試験対
策講座の専門講座を受講し、翌年に専門と教養
の講座を受講しました。
　一次試験の前には、講師の方に電話やメール
で質問に答えていただき、とても助かりました。
二次試験の時は、就職支援室の方に個別面接に
向けた指導をしていただきました。
　私は現代日本社会学科の先生から、「自分の
ミッションステートメント（志）を持って生き
る」ことが大切だと教わりました。「三重県民
のために働きたい」とい
うミッションステートメ
ントをいつも胸に持ち、
最後までぶれずに就職活
動を続けられたことが、
面接などでの大きな自信
につながりました。

　３年の夏休みにマスコミ就職対策講座がある
と聞き、面白そうだと思って参加してみました。
ここで記事の読み方や考え方、文章の書き方な
どを指導していただくうちに、新聞社の仕事に
興味がわいてきました。
　就職活動で最も私を支えてくれたのは、マス
コミ講座の先生の存在でした。私の考えが間
違っていたら、はっきり「それは違うよ」と指
摘していただき、就職やマスコミに対する見方、
意識が変わりました。先生からは、記者として
だけでなく、一人の人間としての心構えも学ば
せていただいたと思っています。
　試験対策は、マスコミや新聞社用の市販の問
題集と漢字集を何度も繰り返しました。またマ
スコミ業界の就職活動は知識だけではダメで、
たとえば面接で相手の気持ちを察してすぐに対
応できたのは、接客業のアル
バイト経験が役に立ったよう
に思います。
　目標は、８年後の東京オリ
ンピックの現場で、記者とし
て報道の仕事をすることです。

　もともと小学校の先生に憧れていましたが、
大学で教育実習を経験したことで「やはり自分
は教師になるんだ」という確固たる気持ちを持
つことができました。
　教職支援室に本格的に行き始めたのは４年に
なってから。集団面接や集団討論、個人面接、
論作文指導などに積極的に参加しました。教職
支援室に行くようになって良かったのは、教員
をめざす他学部の友達がたくさんできたこと。
そんな友達と助け合い、支えあったことで、前
向きに勉強に取り組む意欲が生まれました。ま
た友達同士で面接の練習も行いました。友達同
士の練習では、話す内容よりも「どのように話
せば聞き取りやすいか」、「どうアピールすれば
子どもの注目を集められるか」などについて、
聞き手の立場で意見を出し合い、とても参考に
なりました。
　将来は、常に子どもの
目線で考え、たくさんの
喜びや楽しさを共有でき
るような教師になりたい
と考えています。

成功のポイントは、
神職養成部の活用でした

先輩の報告書を見て、
勉強方法を工夫しました

絶対に警察官になると
信じ続けていました

最後までぶれない「志」が、
大きな自信になりました

マスコミ就職対策講座の
先生のおかげです

友達と一緒に頑張ったから
合格できました

内定先：

内定先：

内定先：

内定先：

内定先：

内定先：

橿原神宮

三重県（中学校英語教員）

三重県警察

三重県庁（行政職）

伊勢新聞社

愛知県（小学校教員）
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卒業生随想皇學館高校
皇學館中学校

　巣立ちの春――今年、皇學館高校は３４６名、皇學館中学校は５２名の生徒が卒業を迎える予定だ。希望に胸を膨らませた入学式、
友だちと絆を深めた学校行事、目標に向かって学業やクラブに励んだ３年間……彼らの思いをつづったメッセージを紹介する。

　卒業まで長い道のりだと思ってい
た入学当初でしたが、実際にはあっ
という間に３年間が過ぎて行きまし
た。
　２年生になり、総務委員長を務め
させて頂き、皇學館高校の良い所、
悪い所の両方を垣間見る事ができま
した。生徒代表として思うようにい
かず、悔しい思いをした事もありま
す。しかし、先生方のご理解と全校
生徒のご協力のもと、一致団結し、
目的を達成する事ができました。こ
うした事を通じてリーダーシップの
難しさに改めて気づかされました。

　私が３年間で一番よかったと思う
ことは、校友会の本部役員を務めた
ことです。
　正直言って、私は小学生の頃から
学校があまり好きではありませんで
した。中学生になってからも学校行
事の意義が十分理解できてはいな
かったように思います。ところが、
２年生になって校友会選挙で当選し
てからは学校行事にただ参加するの
ではなく、企画・運営する側に立ち、
かなり見方が変わりました。
　校友会役員は人前で目立つ仕事を
する生徒だとばかり思っていました

　高校の３年間というものは終わっ
てみるととても短かったように感じ
ます。しかし、その内容は濃く決し
て忘れることのない出来事ばかりで
した。
　高校３年間とは大人になるために
さまざまな経験をする時期だと思い
ます。勉強だけではなく、クラスや
クラブ活動、校友会活動などを通じ
て私は本当に多くの人に出会いまし
た。そして、彼らと話すことで自分
の考え方や物事の見方が変わったと
思います。もちろん、ぶつかり合う
ことも多く、泣いてしまうこともあ
りました。途中で投げ出したい時や

　中学校で過ごした３年間を振り
返ってみてまず頭に思い浮かぶの
は、クラスの仲間たちのことです。
ともに泣き、笑った体育大会。先輩
たちを乗り越えて優勝するんだとい
う１、２年生と、最高学年としての
意地にかけて、後輩たちに優勝は譲
れないという自分たち３年生。全校
生徒が「優勝」という一つの目標に
向け、汗だくになりながら各自の役
割を果たしている姿を見て、心打た
れる瞬間もありました。どのクラス
も闘争心を燃やし、団結している様
子に充実感を覚えました。
　秋の皇中祭ではクラス企画の当

有意義な３年間 皆と協力して得た〝達成感〟が宝物

たくさんの出会いに〝ありがとう〟 感謝の気持ちを忘れず、いつか恩返しを

　そして、これらの
経験が私の今後におい
て非常に有益なものになると信じて
います。
　また、この３年間は私自身の不甲
斐なさや至らない点に気づく事がで
きた３年間でもあります。困った時
は、周りの友人たち、先生方、そし
て家族に助けて頂きました。皆さん
の支え無しには、高校生活を謳歌す
る事はできなかったと思います。こ
れからもその感謝の気持ちを忘れず
に未来へ向かって頑張ります。

が、実際はそうでは
なく、むしろ裏方で働
いていることの方が多いのです。と
ても忙しい日々を送りながらも、そ
の忙しさは私にとってかえって楽し
く、充実した時間に感じられました。
皇中祭では全校生徒の前で歌うため
に仲間たちと一緒に何度も練習を重
ねました。
　３年間を通して３年生としての一
年間が最も楽しく充実していたよう
に思います。一つのことに集中し、
皆で協力して得たこの達成感は私に
とってかけがえのない宝物です。

逃げ出したい時もあ
りましたが、家族や友
人、先生方が共に悩み私を支えてく
れました。
　ここへ来て、誇れる先輩、友人、
後輩、そして新しい自分と出会うこ
とができました。皇學館高校に来て
本当によかったと思っています。
　家族や友人、先生方はもちろん、
すべての人に対する感謝の気持ちを
忘れず、夢に向かって真っ直ぐ進み
続けます。今まで本当にありがとう
ございました。

日、教室に来られた
お客さん方の笑顔。あ
の笑顔を見て、「頑張ってよかった」
と思いました。もちろんこうした行
事に限らず、日々の学校生活を送る
ことができたのは、自分自身の力だ
けではありません。毎日、朝早くか
ら起きて見送ってくれる家族。学校
で話を聞いてくれたり、笑わせてく
れたりする友だちや先輩・後輩。そ
して優しく、ときに厳しく指導して
くださった先生方のおかげです。そ
うした感謝の気持ちを忘れずに、い
つの日か必ず自分なりの「恩返し」
をしたいと強く思っています。

　卒業おめでとうございます。
　３年前の春、まだ幼くあどけない表情の君たちと初めて出会ってから
はや３年が経ちました。出会った頃はよく落ち着きがないと（とくに男
子に）注意したことを覚えています（笑）。それが今では大人っぽくしっ
かりとした顔つきに変わり、落ち着いた行動もとれるようになったと実
感しています。
　クラスがひとつになって取り組んだクラスマッチ・体育大会・皇高祭、
笑顔が絶えなかった北海道への修学旅行、志望大学合格のため必死に取
り組んだ受験勉強など、君たちは私たち担任団にたくさんの思い出を残
してくれました。
　しかしこれからはそれぞれの道へ
巣立って行きます。この皇學館高校
で学んだ「清明正直」の精神をもっ
てすれば、厳しい世の中も生き抜い
ていけると確信しています。
　私たち担任団は、皆さんのさらな
る成長を期待し、応援しています。

　いよいよ卒業の時が近づき、校内でも様々な場面で先輩から後輩へと
「襷」がつながれています。
　昨年末、校友会で新役員が選出され、それに伴う旧本部役員による
退任の挨拶がありました。３年生の諸君が次々とスピーチで会場のセミ
ナーホールを沸かせる様子を見て、彼らの成長ぶりに目を見張る思いが
しました。
　この３年間を振り返れば、「部活動や勉強で逃げ出したくなった」「体
育大会や皇中祭で友だちと衝突し、なぜ物事が自分の望むように進まな
いのか、腹立たしく思った」など、そうした経験はおそらく一度や二度
ではなかったはずです。しかし、不満や葛藤を抱えながらも、なお自分
の「理想」に向かい、一途に進んでいくことができる、それこそが本当
の若さ、二度とないいまを生きている証しなんだと思います。
　セミナーホールで語られた、校友会役員のスピーチが全校生徒をひき
つけたのは、彼らのあふれる思い、情熱が校友会活動を越えて、在校生
たちの共感を呼び起こしたからかもしれません。
　３月初めには「沖縄」が待っています。この修学旅行で有終の美を飾
り、中学校生活にもう一つ、思い出の「花」を添えましょう。
　少し早いけれど、３年間本当にありがとう。

「清明正直」の精神で生き抜いて 共有してきた「時間」を大切に

佐々木　星山 口　 嵐 ３年Ａ組３年８組

贈る言葉 贈る言葉

皇 學 館 高 校 皇 學 館 中 学 校

高 山 大 雅

安 道 里 巳𠮷 川 太 郎

西 山 知 穂 ３年Ｂ組

中学校第３学年主任高校第３学年主任

３年６組

卒業証書
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十
一
月
十
六
日
、
本
年
度
最
終

回
と
な
る
三
回
目
の
学
校
見
学
会

が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
中

学
生
、
保
護
者
、
中
学
校
教
員
合

わ
せ
て
約
百
五
十
名
が
参
加
。
一

回
目
か
ら
数
え
る
と
一
一
〇
四
名

　

十
二
月
十
一
日
の
立
会
演
説

会
・
選
挙
を
経
て
新
た
な
校
友
会

本
部
役
員
が
誕
生
し
た
。
七
名
の

抱
負
を
掲
げ
る
。

　
僕
の
目
標
は
「
何
事
に
も
負
け

な
い
強
い
意
志
を
持
つ
」
で
す
。

ど
ん
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
負
け

ず
、
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
前
年
度
の
経
験
を
活
か

し
、
こ
の
一
年
間
で
さ
ら
に
素
晴

ら
し
い
皇
學
館
中
学
校
を
七
名
で

力
を
合
わ
せ
て
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　
今
年
度
、
私
は
庶
務
委
員
と
し

の
参
加
と
な
り
、
昨
年
度
を
約

八
十
名
上
回
る
盛
況
ぶ
り
を
み
せ

た
。

　
本
年
度
は
保
護
者
の
参
加
が
多

く
、
学
校
紹
介
を
熱
心
に
聞
き
入

る
様
子
が
印
象
的
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
か
ら
は

本
校
に
対
す
る
興

味
や
期
待
の
高
さ

が
窺
え
た
。
吹
奏

楽
部
の
歓
迎
コ
ン

サ
ー
ト
は
常
に
好

評
で
、
学
校
見
学

会
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
る
と
同
時

に
、「
明
る
い
、

楽
し
い
、
そ
し
て

一
生
懸
命
」
と
い

う
本
校
の
イ
メ
ー

ジ
定
着
に
大
き
な

て
連
合
陸
上
や
皇
中
祭
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
旧
校
友
会
本
部
役

員
と
共
に
し
ま
し
た
。
七
名
で
皇

學
館
中
学
校
を
盛
り
上
げ
、
こ
の

学
校
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ

う
に
、
精
一
杯
後
悔
し
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
僕
は
初
め
て
生
徒
の
代
表
と
な

る
立
場
に
つ
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

時
で
も
仕
事
を
着
々
と
行
い
、
誰

も
が
興
味
や
関
心
を
持
て
る
校
友

会
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
仲
間
と
協
力
し
て
実

現
出
来
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
私
は
み
ん
な
の
笑
顔
を
見
る
こ

と
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
笑
顔
を

毎
日
見
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
七
名
で

協
力
し
、
楽
し
い
と
思
え
る
日
々

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
が
校
友
会
役
員
に
な
っ
た
理

由
は
、
行
事
の
度
に
、
先
輩
達
が

み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
姿
に
憧

れ
た
か
ら
で
す
。
私
も
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
盛
り
上
げ
、
み
ん
な
が

皇
學
館
中
学
校
は
楽
し
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
僕
の
目
標
は
皇
學
館
中
学
校
を

元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
に
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
僕
は
こ
の
目

標
の
た
め
に
い
つ
で
も
み
ん
な
に

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
七
名
で
笑
顔
が
絶
え
な
い

一
年
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
僕
に
は
貫
き
通
し
た
い
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
何
事

に
も
た
め
ら
わ
ず
に
取
り
組
む
こ

と
。
二
つ
目
は
必
ず
最
後
に
は
完

璧
な
形
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
こ
の
二
つ
を
貫
き
通
し
最
高

の
一
年
間
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

た
い
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
見

学
す
る
中
学
生
も
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
午
後
か
ら
は
各
ク
ラ
ブ

の
練
習
場
所
で
保
護
者
と
と
も
に

見
学
す
る
中
学
生
の
姿
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
た
。

　
本
年
度
は
高
等
学
校
単
独
で
の

開
催
で
あ
っ
た
が
、
来
年
度
は
、

皇
學
館
中
学
校
と
皇
學
館
高
校
と

の
合
同
開
催
日
を
設
け
、
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
計
画
中
。
今
年
度
の
学
校
見

学
会
を
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
進
学
先

に
選
ば
れ
る
よ
う
な
「
オ
・
モ
・

テ
・
ナ
・
シ
」
が
で
き
る
よ
う
に

企
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
入
試
広
報
部
長　
坂
本
昌
也

　
昨
年
十
二
月
十
七
日
に
行
わ
れ

た
神
宮
参
拝
は
平
成
二
十
五
年
最

後
の
参
拝
と
い
う
こ
と
で
各
学
年

と
も
気
の
引
き
締
ま
っ
た
様
子

で
、
玉
砂
利
を
静
か
に
踏
み
し
め

な
が
ら
列
を
乱
す
こ
と
な
く
参
道

を
進
ん
で
い
っ
た
。
十
月
に
遷
御

が
執
り
行
わ
れ
た
ば
か
り
の
新
し

い
御
正
殿
は
以
前
に
も
ま
し
て

清
々
し
く
、と
て
も
美
し
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
「
御

木
曳
」
や
「
御
白
石
持
ち
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
集
大
成
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
た
。
遷
宮
後
初

の
新
し
い
御
正
殿
で
の
初
参
拝
と

い
う
こ
と
も
あ
り
一
人
ひ
と
り
が

い
つ
も
以
上
に
緊
張
し
て
い
た

が
、
そ
の
た
め
か
、
拍
手
、
礼
と

も
に
揃
っ
て
お
り
、
み
ん
な
の
気

持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
お

そ
ら
く
、
三
年
生
は
無
事
に
学
校

生
活
を
過
ご
せ
た
こ
と
へ
の
感
謝

を
、
来
年
受
験
を
迎
え
る
二
年
生

は
目
標
達
成
へ
の
決
意
を
、
一
年

生
は
慣
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
気
の

緩
み
を
引
き
締
め
た
の
だ
ろ
う
。

生
徒
全
員
が
志
を
立
て
、
そ
れ
を

再
確
認
で
き
た
良
い
機
会
と
な
っ

た
。

　
　
　
　
三
年
八
組　
山
口　
嵐

　
終
業
式
を
五
日
後
に
控
え
た
昨

年
十
二
月
十
九
日
、
武
道
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
行
わ
れ
た
。
卒

業
・
期
末
考
査
試
験
後
の
解
放
感

も
あ
っ
て
か
生
徒
は
み
な
ぎ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
大
会
に
ぶ
つ
け
、
ど

の
試
合
も
白
熱
し
た
戦
い
と
な
っ

た
。
以
下
に
生
徒
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

　
師
走
ら
し
い
気
温
の
低
さ
と
雨

の
た
め
に
凍
え
て
い
た
の
は
開
会

式
の
時
だ
け
で
、
第
一
試
合
が
始

ま
る
時
に
は
既
に
両
道
場
の
窓
は

熱
気
に
白
く
染
ま
り
、
外
の
景
色

を
眺
め
る
こ
と
さ
え
で
き
な
く

な
っ
て
い
た
。
否
、
た
と
え
窓
が

　
十
二
月
十
日
、
三
年
生
の
校
友

会
本
部
役
員
四
名
が
伊
勢
市
福
祉

協
議
会
に
赴
き
、
皇
中
祭
で
集
め

た
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
へ
の

寄
付
金
一
万
七
六
七
三
円
を
手
渡

し
た
。

　
皇
中
祭
で
は
毎
年
、
同
役
員
が

皇
中
祭
実
行
委
員
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
赤
い
羽
根
共
同
募

金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
あ
わ

曇
っ
て
い
な
く
と
も
誰
も
外
に
顔

を
向
け
る
者
は
い
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
目
の
前
で
行
わ
れ
て
い
る

試
合
に
釘
付
け
に
な
る
か
ら
だ
。

　
序
盤
は
声
援
も
あ
り
賑
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
で
試
合
が
進
め
ら
れ

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
上
位
に
な

る
に
つ
れ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
静
か
に

な
り
、
も
は
や
次
元
が
違
う
と
言

え
る
ほ
ど
に
技
が
洗
練
さ
れ
て
い

た
決
勝
戦
は
誰
も
が
固
唾
を
の

み
、
見
る
こ
と
に
集
中
し
た
た
め

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
声
は
消
え
た
。

　
来
年
も
今
年
の
よ
う
な
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
試
合
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
先
輩
方
の
姿
を
目
に
焼
き
付

け
、
来
年
の
武
道
大
会
に
向
け
て

稽
古
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

せ
て
花
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

共
同
募
金
活
動
は
地
域
福
祉
へ
の

協
力
を
目
的
に
行
っ
て
お
り
、
今

年
は
前
述
の
通
り
伊
勢
市
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
。
一
方
、
そ
の
年
々

で
贈
呈
先
を
決
め
て
い
る
花
販
売

は
今
回
二
万
六
二
〇
〇
円
を
売
り

上
げ
、
生
徒
た
ち
は
東
日
本
大
震

災
義
捐
金
と
し
て
寄
付
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

　
自
分
た
ち
が
活
動
し
て
集
め
た

お
金
を
自
分
た
ち
の
手
で
寄
付
す

る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
の
大
切
さ

や
助
け
合
う
気
持
ち
を
感
じ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
中
、
三
年

生
に
と
っ
て
は
最
後
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
と
な
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
行
わ
れ
た
。

　

体
育
の
授
業
で
練
習
を
重
ね
、

よ
う
や
く
そ
の
成
果
が
発
揮
で
き

る
と
、
ど
の
選
手
も
や
る
気
に
満

ち
て
い
た
。
緊
張
し
て
、
い
つ
も

通
り
の
プ
レ
ー
が
で
き
な
い
選
手

も
い
る
中
、
落
ち
つ
い
て
楽
し
み

な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
三
年
生
の
姿

が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
終
え

て
、
ど
ん
な
状
況
で
も
自
分
の
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
の
難
し

さ
を
感
じ
た
。
ま
た
、
勝
ち
負
け

の
前
に
正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
三
重
県
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
と
聞
い
た
時
は
、
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。
作
文
で
賞
を
も

ら
う
の
は
初
め
て
で
、
信
じ
ら
れ

な
い
思
い
で
し
た
。そ
の
数
日
後
、

中
央
大
会
で
も
法
務
省
人
権
擁
護

局
長
賞
を
受
賞
し
た
と
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
僕
は
嬉
し
く
て
、

お
母
さ
ん
や
先
生
も
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
受
賞
の
記
念
に

も
ら
っ
た
ピ
カ
ピ
カ
の
ク
リ
ス
タ

ル
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
僕
の
宝
物
に

な
り
ま
し
た
。

　
い
じ
め
を
テ
ー
マ
に
書
い
た
僕

の
作
文
は
、
小
学
校
で
の
体
験
が

基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
僕
の
思
い

を
あ
り
の
ま
ま
に
、
正
直
に
書
い

た
こ
と
が
き
っ
と
心
に
響
き
、
良

い
評
価
を
も
ら
え
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
受
賞
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
に

会
場
釘
付
け

総
務
委
員
長　

城　

貴
斗

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

の
べ
千
人
超
が
参
加
し
大
盛
況

七
名
が
新
校
友
会
役
員
に

学
校
見
学
会

全
力
を
出
し
切
っ
た
大
会

武
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

総
務
委
員
長

二
年
Ａ
組　

志
村 

日
向

総
務
副
委
員
長

二
年
Ａ
組　

奥
田 

七
海

書
記一

年
Ｂ
組　

松
田 

ひ
な
子

会
計

一
年
Ａ
組　

中
川 

直
也

会
計

一
年
Ｂ
組　

奥
出　

陸

書
記

一
年
Ｂ
組　

田
中 

玲
美

総
務
副
委
員
長

一
年
Ａ
組　

西
川　

勉

遷
宮
後
初
の
神
宮
参
拝

三
年
生
の
楽
し
む
姿
が

印
象
的

総
務
副
委
員
長　

大
畑 

綾
音

高
中
合
同

月
次
参
拝

皇
中
祭
で
集
め
た

募
金
を
寄
付

二
年
奥
浦
大
貴
君
の
作
文
が
最
優
秀
賞

気合いの入った掛け声が会場に響く

全力プレーで練習の成果を発揮

職員の説明に熱心に耳を傾ける保護者と生徒

伊勢市福祉協議会の応接室にて

賞状と楯を手に、喜び
を語る奥浦君

意気込みを語る新役員たち

厳かな雰囲気の中、参拝の列は静かに進
んだ



桑
原
　
和
瑳

吉
川
　
里
緒
奈

羽
佐
間
　
一
輝

石
井
　
澄
明

行
友
　
浩
司

金
子
　
大
介

三
好
　
瑛
子

鈴
井
　
創
支

神
道
学
科
２
年

国
文
学
科
１
年

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
２
年

神
道
学
科
２
年

神
道
学
科
２
年

国
史
学
科
２
年

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
２
年

国
文
学
科
１
年

総
務
委
員
長

総
務
副
委
員
長

会
計
委
員

庶
務
委
員

略 

歴

　
本
日
は
岡
田
重
精
先
生
を
「
偲
ぶ

会
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
出
席
を
賜
り

誠
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
岡
田
先
生
は
戦
前
神
宮
皇
學
館
の

ご
出
身
で
、
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て

再
興
な
っ
た
我
母
館
の
為
、
並
々
な

ら
ぬ
ご
尽
力
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　
特
に
教
授
と
し
て
更
に
本
学
の
理

事
長
と
し
て
も
、
大
き
な
ご
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
事
は
皆
様
既
に
ご
承

知
の
通
り
で
、
誠
に
有
難
く
景
仰
こ

の
上
な
い
次
第
で
す
。

　
私
事
に
な
り
恐
縮
で
す
が
、
私
が

学
生
時
代
、
先
生
は
東
北
大
学
よ
り

母
校
皇
學
館
に
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
か
と
記
憶
し

ま
す
が
、
一
度
お
宅
に
招
か
れ
夕
食

の
ご
馳
走
に
預
か
り
酒
を
頂
戴
し
な

が
ら
、
学
問
の
事
、
母
館
の
事
を
い

ろ
い
ろ
と
拝
聴
し
、
大
い
に
啓
発
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
大

学
教
授
・
師
た
る
者
は
、
若
者
に
対

し
、
教
え
子
に
対
し
自
ら
胸
襟
を
開

い
て
接
し
導
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
ら
れ
た
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

　

先
生
の
お
人
柄
は
「
温
厚
篤
実
」

の
一
言
に
つ
き
る
か
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
ご
鴻
恩
に
接
し
得
ま
し
た
こ
と

は
、
身
に
あ
ま
る
光
栄
と
只
管
感
謝

致
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

御
齢
九
十
三
才
で
あ
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
幾
久
し
く
ご
指
導
を

賜
り
度
き
思
い
切
な
る
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
か
く
な
る
上
は
先
生
の
御

霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
事
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
発
起
人
の
一
人
と

し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
六
日

学
校
法
人
皇
學
館
理
事
長

佐
古　
一
洌

昭
和
18
年

昭
和
21
年

昭
和
24
年

昭
和
29
年

昭
和
41
年

昭
和
46
年

昭
和
50
年

平
成
２
年

平
成
５
年

平
成
10
年

　
著
書
に 

『
古
代
の
斎イ

忌ミ

｜
日
本
人
の
基
層
信
仰
』、 『
斎
忌
の

世
界
｜
そ
の
機
構
と
変
容
』、 『
宗
教
学
概
説
』、 『
日
本
の
カ
ミ

（
神
）
｜
原
初
・
古
代
と
現
代
｜
』 

な
ど

神
宮
皇
學
館
大
學
附
属
専
門
部
卒
業

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
に
入
学

東
北
帝
国
大
学
卒
業
後
、
同
大
学
助
手
と
し
て
奉
職

東
北
大
学
文
学
部
東
北
文
化
研
究
室
研
究
員

皇
學
館
女
子
短
期
大
学
助
教
授

皇
學
館
短
期
大
学
教
授

皇
學
館
大
学
教
授
に
就
任
し
宗
教
学
を
講
じ
た
。
そ

の
後
神
道
研
究
所
長
・
学
生
部
長
・
文
学
部
長
・
神

道
学
科
主
任
等
併
任
。 

北
京
大
学
・
ハ
ワ
イ
大
学
ほ

か
海
外
招
聘
講
義
多
数

文
学
博
士

皇
學
館
大
学
定
年
退
職
。
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授

学
校
法
人
皇
學
館
理
事
長
・
顧
問

そ
の
他
神
社
本
庁
教
学
顧
問
・
伊
勢
国
際
宗
教
フ
ォ

ー
ラ
ム
初
代
代
表
な
ど
を
歴
任 

　
三
月
十
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
、

学
生
有
志
四
十
七
名
が
皇
居
勤
労
奉

仕
を
行
う
。そ
の
結
団
式
が
二
月
四
日

に
開
催
さ
れ
た
。

　
式
の
冒
頭
、団
長
を
務
め
る
国
史
学

科
二
年
の
高
里
智
佳
さ
ん
は「
皇
居
勤

労
奉
仕
の
歴
史
に
、皇
學
館
大
学
の
名

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
奉
仕
学
生
一
同
、
誠

心
誠
意
ご
奉
仕
し
て
参
り
ま
す
」と
宣

言
。
特
に〈
皇
居
勤
労
奉
仕
の
歴
史
に

恥
じ
ぬ
〉と
い
う
部
分
に
つ
い
て
、「
戦

後
、
空
襲
で
荒
廃
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た

皇
居
の
清
掃
を
し
た
い
と
、宮
城
県
の

有
志
が
集
ま
り
始
ま
っ
た
の
が
皇
居

勤
労
奉
仕
だ
と
清
水
学
長
が
お
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
私
は
、皇
居
勤
労
奉

仕
を
す
る
こ
と
、そ
し
て
団
長
と
し
て

皇
學
館
を
代
表
す
る
こ
と
の
重
み
を

感
じ
、
気
持
ち
を
固
め
る
た
め
に
、
急

遽
こ
の
言
葉
を
付
け
加
え
ま
し
た
」と

高
里
さ
ん
は
語
り
、「
奉
仕
学
生
も
同

じ
思
い
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、精
一
杯

ご
奉
仕
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
話
し

た
。
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岡
田
氏
は
昭
和
十
八
年
、

神
宮
皇
學
館
大
學
附
属
専
門

部
を
卒
業
。
そ
の
後
、
東
北

帝
国
大
学
法
文
学
部
で
宗
教

学
を
学
び
、
東
北
大
学
で
の

勤
務
を
経
て
、
昭
和
四
十
一

年
に
皇
學
館
女
子
短
期
大
学

助
教
授
に
就
任
し
た
。
昭
和

五
十
年
、
本
学
教
授
に
就
任

後
は
宗
教
学
を
教
え
る
傍
ら

神
道
研
究
所
長・学
生
部
長・

文
学
部
長
・
神
道
学
科
主
任

な
ど
を
併
任
さ
れ
、
平
成
十

年
よ
り
学
校
法
人
皇
學
館
理

事
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
本

学
の
発
展
に
尽
力
し
て
こ
ら

れ
た
。
北
京
大
学
や
ハ
ワ
イ

大
学
で
招
聘
講
義
を
行
う
な

ど
海
外
で
も
ご
活
躍
さ
れ
、

旺
盛
な
研
究
意
欲
の
も
と
日

本
宗
教
学
会
理
事
を
務
め
学

界
の
重
鎮
と
し
て
も
学
界
を

リ
ー
ド
。
神
社
本
庁
教
学
顧

問
や
伊
勢
国
際
宗
教
フ
ォ
ー

ラ
ム
初
代
代
表
も
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
斯
界
に
果
た
さ
れ

た
岡
田
氏
の
功
績
は
言
を
ま

た
な
い
。

　
「
偲
ぶ
会
」
に
は
、大
学
や

神
社
関
係
者
、
学
友
、
教
え

子
、
夫
人
の
ご
関
係
の
方
々

な
ど
百
余
名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
教
え
子
で
こ
の

会
の
発
起
人
代
表
を
務
め
た

本
名
孝
至
伊
弉
諾
神
宮
宮
司

か
ら
岡
田
氏
の
御
遺
徳
を
偲

び
、
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
た

い
と
い
う
開
催
の
趣
旨
が
述

べ
ら
れ
、
佐
古
一
洌
理
事
長

（
偲
び
の
辞
は
別
掲
）、
高
野

山
真
言
宗
管
長
松
永
有
慶

氏
、
伊
勢
国
際
宗
教
フ
ォ
ー

ラ
ム
代
表
河
野
訓
氏
か
ら
偲

ぶ
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
歓

談
の
中
、
清
水
潔
学
長
を
は

じ
め
鈴
木
健
一
伊
勢
市
長
、

原
田
敏
丸
大
阪
大
学
名
誉
教

授
ほ
か
遠
来
の
研
究
者
仲
間

や
教
え
子
た
ち
か
ら
懐
か
し

い
思
い
出
や
感
謝
の
言
葉
が

語
ら
れ
、
最
後
に
ご
遺
族
を

代
表
し
て
夫
人
の
岡
田
照
子

様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
和

や
か
な
う
ち
に
散
会
し
た
。

　
我
々
学
友
会
総
務
部
は
学

生
と
教
職
員
、
学
生
同
士
、

学
生
と
大
学
を
結
ぶ
架
け
橋

で
あ
り
、
行
事
の
企
画
・
運

営
の
担
い
手
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
で
は
ユ
ネ
ス
コ
の
「
無

形
文
化
財
」
に
「
和
食
・
日

　
伝
統
あ
る
皇
學
館
大
学
の

総
務
副
委
員
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
皆
様

の
私
へ
の
期
待
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
の
責
任
の

大
き
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
日
ご
ろ
の
行
動

に
責
任
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
学
生
生
活
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
、
ひ
と
つ
の
こ
と

を
や
り
通
す
「
強
い
気
持

ち
」
と
「
皆
様
の
協
力
」
が

必
要
で
す
。
学
友
会
の
一
部

の
意
見
で
は
よ
り
よ
い
大
学

は
決
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
皆

様
の
貴
重
な
意
見
や
要
望
が

学
友
会
の
貴
重
な
源
と
な
り

ま
す
。
学
友
会
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
ぜ
ひ
積
極
的
に

回
答
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」

が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
日
本
の
大
き
な
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

自
己
の
価
値
を
示
す
良
き
例

だ
と
思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。
丁
寧
に
皆
様
か

ら
の
意
見
を
受
け
止
め
、
話

し
合
い
を
し
て
い
く
こ
と
を

約
束
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

以
外
に
も
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ら
気
軽
に
学
友
会
へ
伝
え

て
ほ
し
い
で
す
。

　
こ
の
一
年
間
、
学
生
の
皆

様
と
共
に
歩
み
、
成
長
し
て

い
き
ま
す
。
総
務
委
員
長
を

は
じ
め
、
学
友
会
委
員
と
と

も
に
よ
り
一
層
皆
様
の
力
に

な
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
大
学

生
活
充
実
の
た
め
に
ご
協
力

と
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
学
友
会
総
務
部
は
主
に
裏

方
の
仕
事
で
あ
り
、
未
だ
学

内
で
の
知
名
度
が
低
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
重

要
と
な
る
の
が
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

学
生
が
真
に
求
め
る
企
画
や

行
事
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

そ
の
情
報
を
届
け
、
学
生
が

そ
の
企
画
、
行
事
、
ニ
ー
ズ

を
効
果
的
に
与
え
ら
れ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
正
し
い
情

報
と
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
信
頼
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
は
知
名
度

も
自
然
に
高
め
ら
れ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
あ
く
ま
で
も
企
画

や
行
事
の
存
在
目
的
は
学
生

生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で

あ
り
、
充
実
さ
せ
る
為
の
一

つ
の
き
っ
か
け
で
す
。
そ

の
き
っ
か
け

作
り
に
少
し

で
も
役
に
立

て
れ
ば
と
思

い
、
皆
様
の

期
待
に
応
え

る
べ
く
精
進

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

岡
田
重
精 

元
理
事
長「
偲
ぶ
会
」に
百
余
名

　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
一
日
に
九
十
三
歳
で
帰
幽
さ
れ
た
学
校
法
人
皇
學

館
元
理
事
長
・
本
学
名
誉
教
授
の
岡
田
重
精
氏
を
偲
ぶ
会
が
十
一
月
十
六
日
、

伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
天
平
の
間
で
行
わ
れ
、
神
社
関
係
者
や
学
校
関
係
者
な

ど
百
余
名
が
参
加
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
十
二
日
、
本
部
大
会
議
室
に
お
い

て
第
五
十
三
期
学
友
会
総
務
部
の
任
命
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。
同
会
の
新
役
員
に
は
計
八
名
の
学

生
が
就
任
。
清
水
潔
学
長
よ
り
任
命
状
が
手
渡
さ

れ
る
と
顔
を
引
き
締
め
、
そ
の
責
任
の
重
み
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
た
。
以
下
に
総
務
委

員
長
、
総
務
副
委
員
長
の
抱
負
を
紹
介
す
る
。

清水学長より任命状を授与される桑原君

任命状を手に、やる気に満ちた凛々しい表情の役員たち

偲
び
の
辞

総
務
委
員
長
　
桑
原
和
瑳

総
務
副
委
員
長
　
吉
川
里
緒
奈

大
学
生
活
充
実
に
一
役

要
望
や
意
見
が
活
動
の
原
動
力

任命状に決意の表情

「皇居勤労奉仕の歴史に恥じぬ」
皇居勤労奉仕団・結団式

第 53 期学友会が発足



  

編
集
後
記

 イベント情報（３月）

3
月 『古事記』を読む（中巻）「応神天皇（四）」

白山芳太郎（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野８ 土

特別公開講座
万葉の歌人 －但馬皇女と穂積皇子－
大島信生（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野15 土

神道と仏教 －神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離－
「こんぴらさんにおける神仏習合と神仏分離」
河野訓（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野22 土

●

●

●

皇學館ミュージアム

神宮式年遷宮
御
お ん

装
しょう

束
ぞ く

裂
れ っ

帖
ちょう

　一帖

　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）、
第
五
十
七

回
神
宮
式
年
遷
宮
時
に
調ち

ょ
う

進し
ん

さ
れ
た
御お
ん

装し
ょ
う

束ぞ
く

神し
ん

宝ぽ
う

の
代
表
的
な
裂き
れ

地じ

類
の
一
部

を
折
り
本
仕
立
て
で
貼
り
纏
め
た
も
の
で

す
。
表お

も
て

面め
ん

に
は
、
黄き

地じ

小お

車ぐ
る
ま

紋も
ん

錦に
し
き

、
赤あ
か

地じ

鶺せ
き

鴒れ
い

紋も
ん

錦に
し
き

、
屋や

形か
た

紋
錦
、
黄
地
竹
紋

錦
な
ど
十
七
種
が
、
裏
面
に
は
緋ひ

大お
お

葵あ
お
い

紋
唐か
ら

綾あ
や
、
紺
小こ

葵あ
お
い

紋
綾
、
緋
小
葵
紋
固か
た
め

練ね
り

綾あ
や
、
緑
小
葵
紋
固か
た
め

織お
り

練
綾
な
ど
十
二

種
の
裂
地
が
貼
り
あ
わ
さ
れ
、
墨
書
で

文
様
と
織
り
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
裂
地
は
い
わ
ゆ
る
織
出
し
見
本
と
も

称
す
べ
き
も
の
で
、
裂
の
大
き
さ
は
ま
ち

ま
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
見
本
帖
は
布ふ

帛は
く

本ほ
ん

様よ
う
と
も
称
さ
れ
、
後
世
の
規
範
に

供
す
る
目
的
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
本
学
に
は
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
七
月
、
御み

巫
か
ん
な
ぎ

清き
よ

直な
お

に
よ
り

製
作
さ
れ
た
御
装
束
神
宝
用
錦
織
裁
裂
帖

一
冊
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
教
授
・
学
芸
員

岡
田
芳
幸

神
事
に
ま
つ
わ
る
文
様
と
織
り
の
見
本
帖

伊勢の遷宮を考える
－１日の祭り１年の祭り 20 年 1 度の祭り－

「神宮の鎮座」白山芳太郎（文学部教授）

折本　縦 24 センチ、横 18 センチ（昭和４年）

各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認
いただきますようお願い致します。   
共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い
合わせは近鉄文化サロン阿倍野（　　0120-106-718）へお
願い致します。
その他、お問い合わせは、皇學館大学企画部（0596-22-6496）へ
お願い致します。

卒業式のご案内

教育学部４年生有志による
卒業記念ミュージカル

予約不要 入場無料

大好評のミュージカルショーが今年も開催さ
れます。おもちゃ箱を舞台に繰り広げられる
学生オリジナルのストーリー。お楽しみに！！

皇學館大学教育学科研究室
０５９６・２２・６４５８問合せ

 おもちゃ箱の大冒険！
～もうひとつのトイ・ストーリー～

２月２２日（土）・２３日（日）
伊勢公演

３月２日（日）
津公演

皇學館大学記念講堂
開場／１３時
開演／１３時３０分〜

※津公演について、定員を超えた場合は　
　ロビーのモニターにてご観覧いただけます。

皇學館中学校卒業式
３月１５日（土）　１０時～
皇學館中学校セミナーホール

皇學館高校卒業式
３月１日（土）　１０時３０分～
皇學館大学記念講堂

皇學館大学学位記・修了証書授与式
３月１８日（火）１１時３０分～
皇學館大学記念講堂

祝賀会（総合体育館メインアリーナ）
　１４時〜１５時３０分
※卒業生のご家族の皆様もご参加いただけます。
　ぜひお越しください。

三重県総合文化センター
中ホール
開場／１３時３０分
開演／１４時〜

僕たちが会場で
待っています。
ぜひ観に来てね！

　
日
本
は
古
来
よ
り
「
豊
葦

原
の
瑞
穂
の
国
」と
称
さ
れ
、

稲
作
を
中
心
と
す
る
独
自
の

農
業
文
化
を
築
い
て
き
た
。

し
か
し
今
日
、
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
締
結
さ

れ
、
さ
ら
に
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

の
交
渉
が
進
む
中
、
農
業
は

国
際
競
争
力
の
あ
る
高
付
加

価
値
産
業
へ
の
転
換
や
第
六

次
産
業
化
へ
の
取
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
国

内
で
は
就
業
人
口
の
減
少
に

よ
る
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
の
多
く
の

問
題
を
抱
え
、
農
業
人
材
の

育
成
は
日
本
の
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

が
出
席
。
清
水
学
長
は
「
人

文
学
の
視
点
で
農
業
に
挑
戦

し
、
新
し
い
可
能
性
を
探
る

こ
と
で
、
地
域
の
発
展
に
も

貢
献
で
き
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
人
文
学
系
の
学
校
と
の

提
携
は
初
と
な
る
同
大
学
校

の
杉
谷
校
長
も
「
農
業
の
担

い
手
の
幅
を
広
げ
る
大
き
な

可
能
性
を
感
じ
る
」
と
期
待

を
述
べ
た
。

を
学
ん
だ
上
で
、パ
ン
ジ
ー
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
実
際
に
栽
培
す
る
。
本
学

で
は
、
中
核
的
職
業
人
養
成

へ
の
取
組
み
を
強
化
し
、
学

生
の
多
様
な
進
路
実
現
と
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
人

材
養
成
を
め
ざ
し
て
い
く
。

ま
た
本
学
か
ら
も
同
大
学
校

へ
講
師
を
派
遣
し
、
教
職
員

の
研
修
や
学
生
を
対
象
と
す

る
特
別
授
業
な
ど
を
行
う
予

定
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境

だ
か
ら
こ
そ
、
五
穀
豊
穣
と

い
う
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す

る
心
の
教
育
に
取
り
組
ん
で

き
た
本
学
が
、
農
業
を
通
し

て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
に

意
味
が
あ
る
。

　
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
の

締
結
式
に
は
清
水
潔
学
長
と

同
大
学
校
の
杉
谷
三
朗
校
長

　
今
後
は
講
義
や
実
習
、
共

同
研
究
な
ど
を
通
し
て
双
方

の
学
生
お
よ
び
教
員
の
交
流

を
図
る
。第
一
弾
と
し
て
、平

成
二
十
六
年
度
か
ら
の
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
本
学
の

全
学
部
の
学
生
を
対
象
と
す

る
「
作
物
栽
培
学
講
義
」
と

「
作
物
栽
培
学
実
習
」
を
開

講
予
定
。
農
業
大
学
校
で
食

の
安
全
や
農
作
物
の
基
礎
、

野
菜
や
花か

卉き

（
観
賞
用
の
植

物
）、果
樹
の
管
理
技
術
な
ど

　
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
前
田
至
剛
ゼ
ミ
の

メ
ン
バ
ー
四
人
が
制
作
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
海
女
と
し

て
生
き
る
」
が
第
三
十
回
Ｎ

Ｈ
Ｋ
全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
に
お
い
て
映
像
番
組
部

門
第
三
位
入
賞
を
果
た
し

た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
毎

年
百
を
超
え
る
大
学
所
属
団

体
が
応
募
し
、
作
品
総
数
は

六
百
本
近
く
に
及
ぶ
。
前
田

ゼ
ミ
は
前
回
も
同
じ
く
三
位

に
入
賞
し
て
い
る
。

　
今
回
入
賞
し
た
の
は
鳥
羽

市
相
差
町
で
海
女
業
を
営
む

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

四
年
の
中
川
静
香
さ
ん
を
取

り
上
げ
た
六
分
間
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
作
品
。
海
女
と

い
え
ば
、昨
年
は「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
ブ
ー
ム
で
全
国
的
に
注

目
を
集
め
、
中
川
さ
ん
も
す

で
に
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹

介
さ
れ
て
い
た
。そ
の
た
め
、

制
作
し
た
学
生
に
と
っ
て
は

慣
れ
な
い
取
材
・
撮
影
作
業

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
い
か

に
プ
ロ
に
よ
る
既
存
の
作
品

と
差
異
化
す
る
か
」
が
課
題

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
彼

ら
は
素
顔
の
中
川
さ
ん
を
捉

え
よ
う
と
、
海
に
潜
っ
て
い

な
い
時
の
普
段
の
生
活
に
密

着
。
大
学
や
彼
女
の
自
宅
、

相
差
町
の
海
岸
な
ど
で
収
録

を
行
っ
た
。
制
作
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
年
の

早
川
恭
平
君
は
「
中
川
さ
ん

は
観
光
海
女
で
は
な
く
商
業

海
女
。
実
際
に
漁
を
し
て
生

活
の
糧
を

得
て
い
る

の
で
職
業

意
識
が
強

く
、
全
国

で
唯
一
の

三
世
代
海

女
と
い
う

被
写
体
と

し
て
の
魅

力
が
も
と

も
と
あ

る
」
と
分

析
す
る
。
そ
の
上
で
、「
中
川

さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
や

お
母
さ
ん
、
お
祖
母
さ
ん
と

一
緒
に
取
材
・
撮
影
し
た
こ

と
で
、
海
女
と
し
て
生
き
る

道
を
彼
女
が
自
然
と
選
ん
だ

こ
と
が
わ
か
る
し
、『
海
女
に

な
っ
て
地
域
に
貢
献
し
た

い
』
と
い
う
言
葉
も
す
ん
な

り
心
に
響
く
。そ
れ
で
い
て
、

彼
女
は
ど
こ
に
で
も
い
る
よ

う
な
お
し
ゃ
れ
に
興
味
を
持

つ
普
通
の
女
子
大
生
。
そ
う

し
た
素
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
格

好
つ
け
た
り
背
伸
び
し
た
発

言
を
一
切
し
な
い
彼
女
の

〝
自
然
体
〟こ
そ
い
ち
ば
ん
伝

え
た
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
卒
業
後
は
サ
ー
ビ
ス
業
に

就
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る

早
川
君
。
作
品
制
作
の
過
程

で
メ
ン
バ
ー
同
士
が
密
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

必
要
性
を
痛
感
し
た
そ
う

で
、「
一
人
だ
け
で
す
る
仕
事

は
な
い
と
思
う
。
考
え
方
や

意
見
が
違
っ
た
と
き
は
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
深
め

た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。
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農
業
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
、
本
学
は
三
重
県
松

阪
市
の
三
重
県
農
業
大
学
校
と
教
育
研
究
交
流

を
目
的
と
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
平
成

二
十
六
年
度
よ
り
全
学
部
の
学
生
対
象
に
文
科

系
農
業
関
連
人
材
養
成
を
視
野
に
入
れ
た
新
科

目
を
導
入
す
る
。

中核的職業人養成に向け意思を確認した清水学長と杉谷校長

賞
状
を
手
に
喜
ぶ
メ
ン
バ
ー
。「
後
輩
た
ち
は
さ
ら

に
上
位
を
め
ざ
し
て
」
と
話
す

　

就
職
内
定
者
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で

は
、「
課
外
活
動
で
出
会
っ
た
ま

ち
づ
く
り
担
当
の
県
職
員
に
憧

れ
て
公
務
員
を
志
望
し
た
」「
教

員
志
望
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
の

安
全
を
守
る
こ
と
も
教
育
と
同

じ
く
ら
い
大
切
と
気
付
き
警
察

官
を
め
ざ
し
た
」「
教
育
実
習
を

経
験
し
教
師
に
な
る
こ
と
を
確

信
し
た
」
な
ど
、
大
学
四
年
間

の
授
業
や
実
習
、
ク
ラ
ブ
・
サ

ー
ク
ル
、
課
外
活
動
を
通
じ
て

将
来
の
進
路
を
模
索
し
、
自
分

の
や
り
た
い
仕
事
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。
来
年
四
月
か
ら
は
、

学
生
一
人
ひ
と
り
の
希
望
の
就

職
を
実
現
す
る
新
し
い
取
組

み
、「
キ
ャ
リ
ア·

コ
ン
パ
ス·

プ
ロ
グ
ラ
ム
」も
始
ま
り
ま
す
。

ご
期
待
下
さ
い
。　
〔
企
画
部
〕

三重県農業大学校と連携協定を締結
農業を通して地域課題の解決に挑む人材を養成

前
田
ゼ
ミ
作
品
が
全
国
三
位

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
大
学

放
送
コ
ン
テ
ス
ト

海
女
の
密
着
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

能
動
的
学
修
の
積
極
的
推
進

人
文
学
の
視
点
で
農
業
に
挑
む

農
業
の
課
題
は
日
本
の
課
題


